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大山町の皆様へ

この度、大山町は「全国健康保険協会（協会けんぽ）鳥取支部」と健康増進事業

を連携して実施するため、「大山町の健康づくりに関する包括連携協定」を締結し
ました。

本町は、高血圧、高血糖など生活習慣を要因とする循環器系等の疾患割合が

高い傾向にあり、一人当たりの総医療費が県内でも高位にあるなど、生活の質の

維持といった健康面や医療費の増大など保険制度の運営の面に対して大きな課
題を抱えています。

本町の人口の29％が協会けんぽ加入者で、国民健康保険の加入者は30%で

す。これまではそれぞれが独自に事業を行っていましたが、今回の協定締結によ
り双方合わせた約6割の町民の皆さまに対しより幅広く事業や広報活動が展開で

きるようになります。

協会けんぽとの具体的な連携内容は、特定健康診査やがん検診の受診促進、

生活習慣病の予防対策、医療費や特定健診結果の分析などです。これらにより、

国保、協会けんぽを合わせた町民の健診、医療データの分析によって得られる具

体的な地域課題や、課題に即した疾病予防や健康づくり施策の展開によって、町

民の健康寿命の延伸や、更には医療費の削減といった効果も期待できると考えま
す。

今年は新大山町が発足して10周年の記念すべき年であります。地域を元気にす

る様々な事業に取り組む中で、健康づくりも重要な施策の柱に据えながら、協会け

んぽとの連携を施策展開の大きな契機と捉え、これを最大限に活かしながら本町

の皆様が元気に生き生きと毎日を過ごすことができる町づくりに取り組んでまいり
ます。
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協会けんぽ鳥取支部では、県下の中小企業にお勤め被保険者とその被扶養者の皆

様（加入者）が加入される職域で最大の医療保険者として、職域ベースで加入者の皆様
の各種健（検）診や保健指導等をはじめとした健康づくり事業を担っております。

また、地域ベースでは、各市町村（国保）が、これらの各種健（検）診や保健指導等の
健康づくりを担っておられますが、協会けんぽの加入者は各市町村にお住まいです。

鳥取支部では、このように協会けんぽ、各市町村国保等での個別での健康づくり事業

から、市町村民の皆様の健康増進を図るために、一歩、二歩と前進し、保険者の枠を超

えた職域と地域が協働した健康づくり対策に取り組むためには、各市町村との協力・連

携が不可欠として、平成２６年度の春より各市町村との連携の働きかけを推進しており
ます。

この度の大山町との協定は、８番目となります。この協定による協力・連携関係をもと
に、次の事業を柱として取組むことを考えております。

１．特定健診及びがん検診受診率向上への取組むこと。

健康づくりへの第一歩は、まず健（検）診を受診し、健康状態を確認することですが、健

（検）診受診率が双方の大きな課題です。協会けんぽのご家族の方には、町内の健（検）

診会場で特定健診とがん検診をセットで受けていただくよう、併せて、共同広報や健康づく
りイベントなど各種向上策に町当局のご協力のもと取り組みます。

２．大山町民の健康状態を把握し、対策を打つこと。

協会けんぽと大山町国保・後期高齢者を含め約13,000人、町民の約８割の医療費 や健

診結果データの分析が可能となります。様々な分析のなかで、町民のより正確な健康課

題を把握し、町当局のご協力 のもと、対策を実施していきます。

３、健康づくりへの有効情報の共有化を進めること。

健康づくり事業を進めるためには、有効情報を関係者間で共有し、事業に活かすことが

欠かせません。 本協定がその契機となって、県下全域へ拡がるよう取り組みます。


